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要 旨

重度脳性麻痺児 症例に対して，コンピュータのスイッチ操作を行う時の体圧分布状況を測定した．

体圧分布の測定部位は，頭頸部と肩・背部で，測定項目は，最大圧力，平均圧力，センサー数の 指標であっ

た．

結果，症例 ， とも頭頸部の 指標は安静時と比較し訓練時において有意に減少した．肩・背部では，

指標に一貫した傾向はみられなかった．症例 ， とも頭頸部の 指標が訓練時に有意に減少したことは，コ

ンピュータのスイッチ操作時に筋緊張の亢進など過剰な努力のない状態でスイッチを使用できたことが考えら

れた．

体圧分布の評価方法は，手順が整えば技術的にそれほど困難でないため，妥当なスイッチフィッティングを

実施するために活用可能なものと思われた．
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【はじめに】

中枢神経系に障害をもつ脳性麻痺（以下， ）

児・者は，筋緊張の異常を示すことが多い．筋緊張

亢進は，後弓反張や頸部伸展などの姿勢の異常だけ

でなく，痛みや苦痛をもたらすため日常生活で大き

な支障となる．現在，重度な 児・者でも，随意

にスイッチを使用できる身体部位が 箇所でもあれ

ば，スイッチ入力でコンピュータを操作することが

可能になっている．

児・者がスイッチ操作をする場合，筋緊張亢

進が生じる場合が多く，操作部位及びその付近に過

剰な力がかかってしまい，痛みや苦痛をもたらす結

果も考えられる．繁成は，必要以上の抑制やサポー

トをしていないか常にチエックすることは，姿勢管

理上きわめて重要なポイントである ）と述べている

が，これはスイッチ操作をする場合に起こる筋緊張

亢進にもあてはめられる．稲田ら ）は，重症心身障

害児・者の睡眠中の姿勢管理の取り組みとして体圧

分布を測定し，その値を参考とすることで必要以上

の抑制やサポートを回避することを試みている．し

かし，スイッチフィッティングの妥当性を数値化，

視覚化して評価する方法はほとんどみられない．

本研究では，スイッチフィッティングの妥当性を

検証するための基礎的データを得ることを目的とし

て 児 症例に対して，コンピュータのスイッチ

操作時の体圧分布状況を測定した．

【方法】

．対象

筋緊張亢進が日中の安静時や車椅子乗車状態でみ

られる 児 名を対象とした． 名とも，保護者

の同意を得て実施した．

（ ）症例

男性，年齢 歳．アテトーゼ型脳性麻痺．投薬は

なし．在胎 週，生下時体重 ，極未熟児．分

娩は帝王切開，入院期間は ヵ月であった．出生時

泣き声，自発呼吸に異常はみとめられなかった．新

生児期は酸素チューブ付き保育器を ヵ月間使用．

入院期間中，酸素投与，呼吸障害，軽度の新生児黄

疸を認めた．

身体状況は，重度四肢麻痺で，外部刺激による筋

緊張亢進が著しく，頸部の伸展も強い．視力は，乱

視，両眼内斜視，遠視，眼振がみられた． 歳時の

心理・教育アセスメントバッテリー

（ ）

の表現語彙検査では 歳 ヵ月以上の発達であっ

た．また，訓練によりひらがな 音を獲得し，スイッ

チを使用しコンピュータで単語レベルのタイプが可

能であった．スイッチ使用時の姿勢は仰臥位であっ

た．

（ ）症例

男性，年齢 歳，アテトーゼ型脳性麻痺，投薬は

抗てんかん剤．在胎 週，生下時体重 ，分娩

は帝王切開，入院期間は ヵ月であった．新生児期

は保育器を使用．入院期間中，酸素投与．身体状況

は，重度四肢麻痺で，外部刺激による筋緊張亢進が

著しく，頸部の伸展も強い． 歳時の絵画語彙発達

検査では語彙年齢 歳 ヵ月であった．スイッチを

使用し，コンピュータスクリーン上の複数のアイコ

ンを選択する訓練を実施していた．スイッチ使用時

の姿勢は仰臥位であった．
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．方法

（ ）測定機器（図 ）

スイッチ使用時に，身体部位のどこに圧力が集中

しているのかを客観的に評価することを目的とし

て，体圧分布測定装置（

社製）を使

用した．

体圧分布測定装置のシステム構成はセンサーマッ

ト（ ， 枚），インターフェースボックス，コ

ンピューターである．センサーマットはそれぞれ

のサイズに 個のセンサーが配置されてお

り，コンピューターに接続することで，画面上にセ

ンサーマット上の圧力の変化を 段階の色調で示す

ことができる．また数値で圧力を表示することもで

きる．測定項目は，圧力を感知したセンサー数，平

均圧力，最大圧力，圧値中心位置座標であり，実測

範囲は である．この機種は，長時間

の測定を継続的に行なえ，測定値を ファイル

に出力し，他のパソコンでデータの解析作業が行な

える．今回の研究では，体圧分布測定装置を使用し，

我々の研究 ）で用いられている最大圧力，平均圧力，

センサー数を指標として， 秒毎に測定し，その平

均値を用いて検討した．

（ ）方法

症例 ， ともベッドに仰臥位の状態で，図 に

示したように，頭頸部体圧をセンサーマット で，

肩・背部体圧をセンサーマット で測定した．頭部

にはヘッドレスト，脚部下面には発泡ウレタン素材

のクッションを配置した．

まず，ベッドで安静な状態をとり，体圧分布測定

装置を用いて頭頸部，肩・背部の体圧分布を 分間

測定した．その後，スイッチを使用してコンピュー

タを操作する訓練を 分間行い，頭頸部，肩・背部

の体圧分布を 分間測定した．スイッチは，頭部の

左上方のこめかみ部近くに配置し，頭部の回旋で入

力した．スイッチは片側がヒンジ式のスイッチを使

用した．

さらに，筋緊張の亢進や不随意運動のある場合，

頭頸部の体圧分布に顕著な変化がみられることが考

えられるため，頭頸部の最大圧力値の出現率も検討

した．

【結果】

．最大圧力，平均圧力，センサー数

（ ）症例

頭頸部の各指標（図 ）は，安静時で最大圧

力 ，平均圧力

，センサー数 個であった．訓練

時では，最大圧力 ，平均圧力

，センサー数 個であった．

最大圧力，平均圧力，センサー数すべてにおいて，

安静時に比べ訓練使用時が有意に低い結果となった

（ ）．
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図 体圧分布測定装置のシステム構成

図 症例 の頭頸部における安静時と訓練時の
各指標



肩・背部の各指標（図 ）は，安静時で最大

圧力 ，平均圧力

，センサー数 個で，訓練時で最

大圧力 ，平均圧力

，センサー数 個であった．セン

サー数に有意差はみられず，最大圧力，平均圧力で

は，訓練時に比べ安静時が有意に低い結果となった

（平均圧力 ，最大圧力 ）．

（ ）症例

頭頸部の各指標（図 ）は，安静時で最大圧

力 ，平均圧力

，センサー数 個で，訓練時で最

大圧力 ，平均圧力

，センサー数 個であった．

最大圧力，平均圧力，センサー数すべてにおいて，

安静時に比べ訓練時が有意に低い結果となった（

）．

肩・背部の各指標（図 ）は，安静時で最大

圧力 ，平均圧力

，センサー数 個で，訓練時で最

大圧力 ，平均圧力

，センサー数 個であった．最大

圧力，センサー数に有意差はみられず，平均圧力で

は，訓練時に比べ安静時が有意に低い結果となった

（ ）．

．頭頸部の最大圧力値の出現率

（ ）症例 （図 ）

以上の体圧が安静時では ％みられ

たが，訓練時は ％になった．また

の体圧が安静時では ％みられたが，訓練時は

％になった．

（ ）症例 （図 ）

以上の体圧が安静時では ％みられ
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図 症例 の肩・背部における安静時と訓練時
の各指標

図 症例 の頭頸部における安静時と訓練時の
各指標

図 症例 の肩・背部における安静時と訓練時の
各指標



たが，訓練時は ％になった．また

の体圧が安静時では ％みられたが，訓練時は

％になった．

【考察】

脳性麻痺児 症例に対して，コンピュータをス

イッチで操作する時の体圧分布の状況を測定した．

その結果，症例 ， とも頭頸部の 指標は訓練

時が有意に減少した．スイッチ操作は頭部の回旋に

よって行われるためスイッチ操作時に頚部伸筋の緊

張の亢進や不随意運動が誘発されることで，頭頸部

の体圧分布に顕著な変化がみられることが予測され

たが，最大圧力，平均圧力，反応したセンサー数は

安静時に比べ，訓練時で有意に低くなった．また，

頭頸部の最大圧力値の出現率は， 以上の

体圧が安静時では ％程度みられたが，訓練時は

％であった．同様に の体圧が安静

時では ％程度みられたが，訓練時は ％であった．

以上のことは，スイッチ操作時に筋緊張の亢進や不

随意運動を誘発することなくスイッチングが実施可

能であったことを示唆している．

肩・背部では， 指標に一貫した傾向はみられな

かったが，平均圧力は運動時に高い傾向であった．

スイッチ操作は頚部の回旋運動によって行われてい

るが，回旋時にはベッドと頭部後面間の摩擦を減ず

るために頭部を挙上させる方向に力が働く必要があ

る．スイッチ操作時に頭頸部の最大圧力，平均圧力，

センサー数が低値を示したことはこのことを示す結

果であろう．当然のことながら挙上された頭部重量

は肩背部に分散されることになるため，この部位で

平均圧力が高くなったものと推察された。

稲田 ）は，脳性麻痺児 症例に対して， 押すべ

きとき，押してはならないとき と スイッチを押

す，スイッチを押さない の事象の つの組み合わ

せを想定した信号検出理論を用いて，スイッチ誤入

力の改善の検討を行っている．これはスイッチの入

力状況を数値化する試みであるが，不随意運動が起

こった場合の大きさの検討は含まれていない．今回

実施した最大圧力，平均圧力，センサー数を指標と

した検討，及び，頭頸部の最大圧力値の出現率の検

討方法は，手順が整えば技術的にそれほど困難でな

いため，コンピュータをスイッチで操作する時のス

イッチフィッティングの妥当性の検証に利用可能な

ものと思われた．
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図 症例 の頭頸部における最大圧の出現率

図 症例 の頭頸部における最大圧の出現率




